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1.はじめに

阿寺断層系は,中部日本に北西～南東走向に分布する左横ズレ変位の卓越 した活断層系

の一つである.本断層系は阿寺断層や小和知断層など複数の断層によって構成され,総延

長は約 70 kmに及ぶ (図 1).断層に沿っては低断層崖や水系の屈曲などの変位地形が明瞭
に認められ,第四紀後期における活動性は中部日本で最も高い断層系の一つである.

本断層系では,多数の地点において トレンチ掘削調査が実施されており,古地震の平均

再来間隔は阿寺断層を含む南部セグメン トで約 4200年,小和知断層など中北部セグメン

トでは約 1800年と推定されている(遠田ほか,1995).また 1586年の天正地震時には断層

系に沿って家屋倒壊等の被害が見られることから,天正地震が阿寺断層系の最新活動を示

す可能性が高いとされている.さらに トレンチ調査の結果もこれに調和的であることから,

天正地震時には阿寺,小和知,湯ケ峰の各断層が活動 したと考えられている(遠田ほか,

1995).

ところで小和知断層の トレンチ調査では,最新活動を断層によるいわゆる ｢切った覆っ

た｣の関係から認定しておらず,地震の発生自体をしめす確実な証拠は提示されていない.

また湯ケ峰断層でもイベン トの誤差範囲が約千年と大きく,天正地震を示す確実な証拠と

は断定できない.さらに歴史資料でも直接的な地変の記録はなく,阿寺断層系中北部セグ

メン トが,天正地震時に活動 したのかどうか,いまだ確定するには至っていないと考えら

れる.

従って本研究ではこれらの点を解決 し,さらに阿寺断層系中北部セグメン トの活動履歴

を明らかにすることをめざして,阿寺断層系中北部の主要な断層の一つである下呂断層に

おいて, トレンチ掘削調査を実施した.

2.イベン ト決定の問題点と研究方法

本研究では トレンチ法による調査を実施 し,阿寺断層系下呂断層の活動履歴の解明を試

みた.調査に際しては,重機を用いて断層に直交する長さ約 12m,幅約 4m,法面角

約 600の調査溝を掘削した.

ところで従来の トレンチ掘削調査における,最新活動時期の特定精度が低い理由として,

一つには水田や畑を掘削しているために,最上位の自然地層が人工改変によって除去ない

しは撹拝され, トレンチ壁面においてイベン ト層準を覆う地層が確認できず,年代幅を縮

めることができなかったこと,また年代測定の誤差範囲が大きく,歴史記録に対応するよ

うな精密な議論に耐えないことなどがあげられる.

本研究では,これら問題点を解決すべく人工改変の及んでいない山間の低湿地において

掘削を実施 した.またサンプルの年代誤差を極力少なくするために,イベン ト層準におい

て可能な限り木の実や落ち葉など,短い期間に生産され,かつ再堆積で残 りづらい指標を
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Fig･1･IndexmapshowlngtheAterafaultsystem･

Table.1 Radiocarbon date atthe Gero fau lt trench site.

Sample Sample
No. No. Labo.No.
NW35 NWld-1NUTA2-4019

613c Hcage
M ateri PDB yrBP±l CaHbrated
a r (%) cr A.D,/B.C. (calBP)

-29.05 2133± 46

CalibratedA.D./B.C. Probabil
range (ca)BP)

346-323B.C. 2295-2272
(2120)203-92B

NW35-2 NWld-2NUTA2-4561 -27.98 217± 37 A.D.1663

fragment
SE51 SEla-1NUTA2-4024

(2152-2041)
287)A.D.165卜1673(299-277)
んD.1777-1800(173-150)
1942-1946

A.D.999-1037(95卜913)
んD.1144-1147(806-803)

-30.73-1202±44

SE52 SEla-2NUTA2-460 -23.89

CSE78-3B 0 A.D.1292-1326
1379(579.571)九D.1347-1392

1435-1471

650(1300)んD

58-624) 0.396
03-558) 0.604
15-479) 1
1332-1316) 0.105

635-663(1315-1287) 0
CSE89-2BSE2b-2NUTA2-4564 -28.81570土35A.D.1334,1336(616.614)A.D.

1400(550)A 139卜1412(559-538)
CSE89-1ASE2c NUTA2-4563berry -28.966208±40 5260-5236B.C.

5225B.C.(7174)5235-5217a.C.(7184-7166)
5209B.C.(7158)5214-5197B.C.(716317146)

5164,5145B.C.(7113.7094)5180-8136B.C.(7129-7085)
5107,5103,5087,5084
a.C.(7056,7052,7036,

7033)5133-50658
Z2 SE3 NUTA2-4311leaf -28.81515

AH samp leswere analyzed by AMS at Nagoya University.
Calbration is carried by Stuiver et aI.(1998)

39658.C.
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4)3982-39568.C.
(7082-7014)

0.106
0.093
0.055
0.309

0.782



選択的に採取し,年代誤差の短縮に努めた. トレンチ壁面で採取されたこれら試料は,追

音波洗浄機で水洗 した後,醍-アルカリ-酸処理を施 した.これをバイコール管に CuO

とともに真空封入 し,900 oCで加熟した.発生した気体を真空ライン中で精製し,得られたC02

から,Kitagawaeta/.(1993)の水素還元法により,グラファイトタ-ゲットを作成した.ターゲット

の-4C濃度を名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計2号機によって測定した.測定結果からL

ibbyの半減期5568年を用いで 4C年代を算出し,さらに CALIB4.3(http://depts.washington.edu/qiu)

を用いて暦年補正 したものを表 1に示 した,

3.調査の概要

今回掘削を実施 した下呂断層は,断層系中北部,岐阜県下呂町市街付近から加子母村北

部舞台峠までの長さ約 7 kmにかけて分布する断層であり,明瞭な水系の左屈曲や低断層

崖などが多数報告されている(佃ほか,1993;安江ほか,2001).特に御厩野の竹原川右岸

では,1万年前以降に形成された L3面で,約 26-28mの左横ずれ変位が報告されている(安

江 ･鹿内,2002), トレンチの掘削地点は下呂町御厩野,竹原川西方の山林内で,M2段丘

と接する山地の基部を下呂断層が通過する地点である(図 2), トレンチは断層に沿って分

布する狭長な低湿地を横切る形で実施した.

4.調査結果

トレンチ壁面には明瞭な高角度の断層が数本出現 しくFl-3),全体としてグラーベン状の

構造を呈する.NW 側壁面とsE側壁面のスケッチを図 3に示す.

トレンチ壁面には M2面構成磯層 (6層)を覆って,より新 しい青灰色の砂磯層 (5層),

腐植土層 (2層)などが認め られ,これ ら地層を南西側上が りに変位 させる明瞭な断層

(Fl,F2)が認められた.また sE壁面では腐植層 (2層)の下部付近から鬼界アカホヤテフラ

(K-Ah)に対比される火山ガラス層がパッチ状に産出 した.両壁面の詳細な記載は別稿に

ゆずるが,本 トレンチでは Fl,F2断層から少なくとも 3回の地震イベン トが認定された.

個々の地震発生年代について,以下に示す.地震イベン トを挟む地層の補正後の14C年代

は,たとえprobabilityが低くても,イベントの下限には最も古い年代値を,イベントの上限には最

も新しい年代値を採用している.

･イベン ト1(最新活動):658cal.BP(A.D.1292)以降 (515cal.B.P(A.D.1435)以降の可能性が

高い)

最新活動はFl断層の活動で,黒色腐植層 (ld)を切 り,湿地性堆積物(la)に覆われる.ld

の年代は無いが,下位の 2aの年代はA.D.1292,A.D.1435年であり,ラス トイベン トはこれ

以降である.イベン ト上限の laの年代は modem であった.この年代は,1586年の天正地

震を含む範囲であり,下呂断層の最新活動は天正地震の可能性が高い.

･イベン ト2 :1332-803cal.BP(A.D.618-A.D.1147)

NW 壁面の Z層はブロック状に崩落した破砕プリズムが,2b層に取 り込まれた堆積物

である.また SE面では 2b層下部や 2C層 (腐植土層)が,断層近傍で大きく変形すること

から,Z層以前の 2b層堆積中に少なくとも 1回の活動が認められる.イベン ト年代は,SE
壁面におけるZ層直下の 2b層の年代 A.D.618年以降であり,NW 壁面の Z層より上位の 2b

層年代 A.D.1147以前が上限となる.
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Fig･2･GeomorphologlCalmaparoundthetrenchsiteofMimayanodistrict･
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･イベン ト3:7014cal.BP(5065B.C.)以前 (約 1万年前?以降)に 1回以上活動

2層 (腐植層)の存在か ら,局所的に湿地を形成する環境が 2層の基底年代以前に形成さ

れたと考えられ,これが下呂断層の活動に伴 う崖の形成と関係 している可能性が高い.2C

層基底の年代が,5065B.C.であることか ら,イベン ト発生時期はそれ以前,5層 (砂磯層)

堆積期以降に少なくとも 1回の活動が考えられる.5層の下位の 6層は,M2面積成層相

当の堆積物であり,堆積年代は 5万年前程度と考えられる.また 5層は新鮮な堆積物であ

り,堆積年代は恐 らく完新世で,約 1万年前以降と推定される.この場合イベン ト3の年

代は,1万年前以降と考えられる.

5.おわ りに

今回'4C年代を用いて,下呂断層の古地震発生時期を高精度で特定することに成功した.今

後は小和知断層など阿寺断層系全体の古地震活動と,下呂断層の活動履歴がどのような関係

にあったのかを議論する必要がある.
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TheAterafaultsystemrunsNWISEforabout70kn intheeastem partofsouthwestJapan.Its

activityisamongthehighestinthisarea.Thefaultsystemmainlyconsistsofleftllateralstrike-slipfaults

withNE-side-upreversecomponent.The7kmlongGerofault,thetargetofthisstudy,islocatedinthe

north-centralpartofthefaultsystembetweenGerotownandnorthemKashimovillagethroughButai-toge

pass.Distinctivefaulttopographyofsystematicallydeflectedstream channels,faultsaddles,andfault

scarpletsalongtheGerofaultindicatesitsrecentactivity (Tsukudaetal.,1993;YasueandHirouchi,

2002).However,thereislittleinfbmationonthetimingandmagn血deofpastearthquakesaswellas

thesliprateofGerofault.WehavestudiedtheLateQuatemaryactivityoftheGerofaultthroughthe

trenchingsuⅣey.

WehaveexcavatedatrenchinaswamplntreesOnthewestembankoftheTakeharariver.Layersof

humicsand/siluclayandfluvialgravelswereexposedontrenchwallswithpatchesofKikai-Akahoya

tephra(K-Ah)nearthebottomofthehumicdeposits.TheGerofaultcutthroughtheselayerstoform a

lineardepressiononitsNEside･Fromthestructuralevidencealongthefaultplane,WerecognlZeatleast

threefaultingeventsinthistrench.

eventI:After658cal.BP(A.D.1292)

Theuppermostterminationofthefaultplaneiscoveredonlybythemostrecentdeposit(unitla).This

mayindicatethelasteventhaveoccurredaRerthedepositionofthehumicsoil(unit2a)whichindicated
at658cal.BP.

event2:1332-803cal.BP(A.D.618-A.D.1147)

Thenextyoungesteventisrepresentedbycolluvialwedge(unitZ)Overlyingfaultedhumicsoillayers

(unit2b,2C).Theageofthiscolluvialwedge(unitZ)isconstrainedtobeolderthanmiddlepartofunit

2b(NW wall:datedat803calqBP),andyoungerthanthelowerpartofunit2b(datedat1332cal.BP).

event3:Before7014Cal.BP(5065B.C.)

Wecanrevealatleastonefaultingeventsincethedopositionofthegravel(Unit5).Theageofthe

gravelisassumedtobeolderthanthebottomofunit2C(datedat7014cal.BP).
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